
平成 23 年 4 月 25 日 
公益社団法人地盤工学会 関東支部 

 

地盤工学におけるリスクマネジメントに関する事例研究委員会 

第 16 回委員会議事録（案） 

 

場 所：地盤工学会会議室 

日 時：2011 年 4 月 22 日 9:30～12:00 

出席者：日下部委員長，大久保幹事，大日方委員，中山委員，笹倉委員，岩崎委員，大里

委員，岸田オブザーバー，稲垣オブザーバー，伊藤 

欠席者：石井委員，正垣委員，伊奈委員，兒島委員，薦田委員，小嶋委員，西田委員，外

狩委員，渡部オブザーバー，大和オブザーバー，上野オブザーバー 

 

１． 委員会審議事項 

1) 前回議事録の確認（伊藤幹事） 資料 16-2 

議事録案にて了承された 

 

2) 地質リスク学会との共催シンポジウム （資料 No.16-11，岩崎委員資料） 

平成 23 年 10 月 21 日（金）に地質リスク学会第 2 回地質リスクマネジメント

事例研究発表会が飯田橋レインボービルにて開催される。 

午前の第一部を地盤工学会関東支部がメインとなり地質リスク学会と共催で，

シンポジウムを開催するように岩崎委員に調整して頂いた。 

・岩崎委員の資料を叩き台として検討した結果 

日下部委員長の講演＋講座の主要部分の報告で検討することとした。 

（「リスクとリスクマネジメント」，「自然災害・法令・社会情勢等の動向

と地盤リスク」，「保険と地盤リスク」，「法と地盤リスク」等々） 

・配付資料について 

日下部委員長から配付資料について講座を印刷・製本して販売することも

検討すべきではないかという意見が出た。講座掲載が当初予定通りであれ

ば，現状版を使って配布物とし，講座用には東日本大震災を含めたものに

マイナーチェンジすることで検討することとした。 

 状況が変わり，最短で 7 月号からの掲載となるため，講座のダイジェ

スト版を作れないかを検討したらどうか？（by 伊藤） 

 配布資料はパワーポイントの要約版として，無料とすることとした 

 

3) 地盤工学会誌の講座執筆について 

・ 稲垣オブザーバーより各章の進捗状況についての一覧表をもとに説明がされ

た（資料 No.16-10） 

・ 東日本大震災についての記載については，基本的には 1 章，4 章，8 章で OK

ではないか？特に 4 章の表については大変かも知れませんが，作業をお願いし

ます。 
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・ 出来具合としては 2 章・4 章が今一歩（4 章は法律の略称についての返答が遅

かったため）。 

・ 1 章：表-1.1 については，旧委員も追加（在籍期間も明記） 

・ 西田さんの所属については“元 大成基礎設計 （現 神奈川県内広域水道企

業団）”とする（本人確認済み） 

・ 2 章：2.4 までと 2.5 の差が大きすぎる。特に講座の出だしとなる 2 章では 2.5

は細かすぎるのではないか？（地盤のバラツキ・地盤の不確実性は地盤リスク

の一例ではあるが，2.5 内では多くを割いている）。2 章の前半は引用が直接的

なイメージがあり分かりづらい。 

・ 3 章：3.2.1 ・・・（中略）・・・保険・補償制度や・・・・・，これらは第 5

章以降での扱いとする。 の括弧内には 5 章以降に記載されていない内容も含

まれているので，括弧内は無くても良いのではないか？ 

・ 4 章：フォーマットが若干異なっている。法律の略称については，今回指摘事

項を含めて修正すると正垣先生から伺っている。東日本大震災への対応を含め

て記載する必要あり。 

・ 5 章：著者変更あり（蔵田委員→兒島委員（損保ジャパン内調整の結果）。参考

文献の不備がありそうなので，調整する。5 章と 6 章の調整（重複）が必要 

・ 6 章：今回の震災で訴訟が起きそうな（液状化や谷埋め盛土）雰囲気もあり，

裁判に専門家が積極的に関わるべきという 5 章・6 章の論調について，建築学

会の司法支援会議のような裁判所との連絡会議等を地盤工学会に設置できる

ような流れがあれば・・・ 

・ 7 章：GBR はジオテクニカルベースラインレポートとカタカナ表記とした。他

章で GBR を記載しているものについては修正をお願いしたい。表-7.5 の記述

例はわかりやすくて良いと思う。 

・ 各章担当者は，連休明けに全体調整担当（伊藤と稲垣オブザーバー）へ提出し

てください。日下部委員長を含めて調整を行います。 

 

4) その他・報告事項 

・「東北地方太平洋沖地震の災害調査情報」への情報提供（資料 No.16-12） 

大里委員を中心とした情報を地盤工学会のホームページに公開している旨

報告があった。 

・建設工業新聞（岸田オブザーバー提出資料） 

日下部委員長（地盤工学会会長）のインタビュー記載記事について岸田オブ

ザーバーより説明があった。 

 

5) 次回委員会の予定（第 17 回目以降の日程） 

第 17 回  月 日  ：  ～  ：   

6 月中旬～下旬で調整したい 

第 18 回  月 日  ：  ～  ：   
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２．配布資料 

議事次第 

資料16－1. 議事次第 

資料16－2. 前回議事録（案） 

資料16－3. 1 講座をはじめるにあたって 関係資料 

資料16－4. 2 リスクとリスクマネジメント 関係資料 

資料16－5. 3 地盤リスク対応の現状と地盤工学の役割 関係資料 

資料16－6. 4 自然災害・法令・社会情勢等の動向と地盤リスク 関係資料 

資料16－7. 5 地盤リスクマネジメントと社会・経済システム 関係資料 

資料16－8. 6 裁判事例から見た地盤リスク 関係資料 

資料16－9. 7 契約と地盤リスク 関係資料 

資料16－10. 各章の進捗状況 

資料16－11. 地質リスク学会とのシンポジウム開催について 

資料16－12. 東北地方太平洋沖地震 災害情報への情報提供 

資料16－13. 委員会名簿（平成 23 年 4 月 22 日現在） 

資料16－14. 地盤／地質リスクマネジメント シンポジウムの開催内容案（岩崎委員） 

資料16－15. 建設工業新聞の切り抜き（岸田オブザーバー） 

以上 


